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① 容易に情報にアクセスすることができる。（新聞、インターネット環境などがある） Yes    No 
② 本人の意思に反して長期間にわたる居住が強制されない。 Yes    No 
③ 生活に必要な最低限の居住スペースが確保され、かつプライバシーに配慮がある。 Yes    No 
④ 原則として金銭管理（明らかに金銭管理が難しい場合を除く）は本人が行っている Yes    No 
⑤ 苦情受付の窓口が存在する。 Yes    No 
⑥ できる限りの緊急時（火災報知機、消火器の設置、防災訓練など）対策がなされている。 Yes    No 
⑦ 生活の見通しを相談できる体制が準備されている。 Yes    No 
⑧ 事業者の情報公開がなされている（あるいは、情報公開を求めれば行える体制がある） Yes    No 
⑨ アパートなどへの移行・転居の計画を入居者とともに立てている Yes    No 
⑩ 日常生活の様子の報告などにおいて定期的な面談が行われる Yes    No 
⑪ 入居者同士のトラブルについて速やかな連絡体制がとれている。 Yes    No 
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